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ロータリーの創始者

ポール P.ハ リス氏略歴

ロータリーの創始者、ポールPOハ リスは 1868年 4月 19日、米国ウィスコンシン州

レーシンで生れた。そして、バーモント大学、プリンス トン大学およびアイオヮ大学

に通学する前の少年時代を、バ ーモント州ウオーリングフオー ドで過 した。1891年 に

アイオワ大学の法学部を卒業 した彼は、法律の実務を始めるまでの 5ケ年間、広 く世

間を知 り、また交友の範囲を拡げて行った。

ポール・ ハ リスは新聞記者、商業大学の先生、レパ トリー式専属劇団の舞台俳優、

カウボーイなどをして働き、また大理石および花同岩会社の外交員として、広 く米国

および欧州を見て回った。これらの様々な経験は、彼の識見を広め、ロータリーの初

期の発展に貢献するところが大きかった。

1896年 にハ リスはシカゴに出て、弁護士を開業 した。 1900年のある日、彼はシカゴ

の住宅地域、ロジャース・ パークに住んでいる友人の弁護士といっしょに食事をした。

食後の散歩の途中で彼の友人は、付近の大小の店舗数軒に立ち寄り、ハ リスを自分の

友人である商店主 らに紹介 した。このことはハ リスをいたく感動させた。弁護士とし

ての彼の顧客は、みな仕事上の友人であって、社交上の友人ではなかったのである。

この経験からハ リスは、彼の仕事上の友人の少なくとも何名かを、社交上の友人にす

ることができないものかと考えた。そこで彼は、実業人並びに専門職業人の若干名を

選んで、友愛と親交のきずなで結び、 1つのクラブを組織 しようと決心 した。

それからの数年間、ハ リスは人生と事業の諸条件についての思索に、多大の時間を

費 した。そして 1905年 までの間に、職業上の関係について明確な哲理を体系立てたの

であった。彼は弁護士の顧客 3名一石炭商シルベスター・ シール氏、鉱山技師ガスタ

バス 0ロ ーア氏および仕立販売業ハイラ・ ショーレー氏と話 し合った結果、彼が 1900

年以来構想を練って来たクラブを、これら3名 と共に組織 しようと決意 した。1905年

2月 23日 にクラブの第 1回会合が開かれ、後日世界に結成を見た数千のロータリー・

クラブの核心がここにでき上 ったのである。会員たちが各自の事業所で輪番に会合 し



たためハ リスが「 ロータリー」と名付けたこの新クラブは、一般の評判がよく、会員

数は急速に増加 した。会員のほとんどすべては小都市からシカゴヘ出て来た人々であ

ったので、彼 らは少年の頃経験 した親密な交友を、ロータリー・ クラブにおいて再現

することができたのである。創設後 3年目にクラブの会長になったハ リスは、ロータ

リーを他の都市へも拡げたいと熱望 した。それは彼が、ロータリーを将来重要な奉仕

運動にまで発展させることができると確信 したからである。

第 2番目のクラブが 1908年 サンフランシスコに結成されたのに続いて、他のクラブ

も漸時組織されて行き、1910年 にはクラブの数が16に なった。ここにおいて、'こ れらの

クラブを 1つ の組織体に統合 し、さらに運動を他の都市へも拡げて、クラブ間のアイ

ディアを交換する。手形交換所の如きものを作るべきだという結論に到達 した。1910

年 8月 、クラブの代表者たちがシカゴに集まり、全国ロータリー・ クラブ連合体を結

成 した。その後カナダおよび英国にもクラブができ、運動の範囲が国際的となるに及

んで、名称 も 1912年 にロータリー・ クラブ国際連合体と変更された。そして 1922年 、

これを短か くして国際ロータリー とした。ポール・ハ リスは、全国ロータリー・ クラ

ブ連合体並びにロータリー・ クラブ国際連合体の初代会長であった。

ポール・ ハ リスが 1947年 1月 に死去 したとき、彼は国際ロータリーの名誉会長であ

った。

ポール 。ハ リスは ロータリーのために多 くの時間を献げたが、同時に社会的および

専門的分野においても有名であった。彼は全米身体障害児童および成人協会並びに、

身体障害児童国際協会の初代会長であった。彼はシカゴ弁護士協会の理事会の 1員で

あり、ヘーグ法律国際会議における同協会の代表であった。彼はまたアメリカ弁護士

協会の委員会委員をも勤めた。

ポール・ ハ リスは、バーモント大学から哲学士および法学博士の学位を、アイオワ大

学から法学士の学位を授けられた。アメリカ・ ボーイスカウ トは彼にシルバー・ バッ

ファロー賞を贈った。彼はまたブラジル、チリ、 ドミニカ共和国、エクヮ ドル、フラ

ンスおよびペルーの政府から勲章を授与された。



ロー タ リーの綱領

ロータリーの綱領は有益な事業の基礎として奉仕の理

想を鼓吹 しこれを育成 し、特に次の事項を鼓吹育成する

にある。

第 1.奉仕の機会として知 り合いを拡めること。

第 2. 実業及び専門職業の道徳的水準を高めること。あらゆ

る有用な職業は尊重されるべきであるという認識を深め

ること。

そしてロータリアン各自が、職業を通 じて社会に奉仕

するために、その職業を品位あらしめること。

第 3。  ロータリアンすべてが、その個人生活、職業生活及び

社会生活に常に奉仕の理想を適用すること。

第 4. 奉仕の理想に結ばれた実業人と専門職業人の世界的親

交によって、国際間の理解 と親善と平和を推進すること。



四つのテス ト

言行 は これに照 らしてか ら

1。 真 実 か ど う か

2。 み ん な に 公 平 か

を情友

か

と

る

意

め

好

深

３

4。 み ん な の た め に な る か

ど う か
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晴れの認証状伝達

昭和35年 11月 12日



宮崎西 クラブバナー変遷

右は日立以来昭和40年迄使用され、左側が以後今日迄使用されている。

第 6代長峰市次会長時代に、わがクラブ倉1立 5周年と地区年次大

会が当地で開催されるというので、これを機会につくり直 してはと

いうことになり、クラブ内にバナーの特別委員会が発足 した。

委員長 橋本一郎

委 員 栗林東五・郡 嗣彦・橋本善吉・黒木 勝

デザインや経費の点で色々と経緯があったが、結局、県立宮崎工

業高校デザイン部の興椙義孝先生、かつて当クラブの卓話をお願い

した
｀
ろうけつ染

″
の一人者に依頼、図案から東京の織元など先生

を煩わして、経費の関係から写真版にて調製することになり、完成

するまでには 1年有余 もかけられた苦心作のバナーである。

二 回 目′{ナ ー委員長 橋 本 一 郎
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20年 史刊行にあた って

20周年記念実行委員長

日  高  文

1980年 は宮崎西ロータリークラブにとって、極めて意義

深い年であります。国際ロータリーも、1905年 2月 23日、

アメリカはシカゴに発生 してから75周年を迎えるというこ

とで、全世界のロータリアンに記念事業として 3H運動と

会員一人あたり15ド ル寄付の運動を推奨 している記念すべ

き年に、わがロータリークラブは機を同じくして、創立20

周年をめでたく迎えたのであります。

昭和35年 4月 8日 チャーターメンバー25名、初代会長 (故)田崎亀夫君、爾来歴代

の会長を中心に会員一同がロータリー精神という生命体を一心に見つめ、その内容を

認識 して取り組み、数々の奉仕を実践 し、宮崎西クラブは永遠に消えることのできな

い灯が根強 く輝 き、躍動 して今日の発展があります。

私共が宮崎西クラブ過去20年間の足跡を明らかにすることは、過去の事象が現代ヘ

の行動の基準を与えてくれるという重要なものがあると思います。

従ってこの記念史発行が、20年をまた一つの節として宮崎西クラブ挙げてこれを記

念 し、さらにロータリーの洋々たる未来への発展のための、確固たる歴史的礎 となっ

てくれれば幸であります。

雄
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員誉
△
バ

宮崎県知事 松 形 祐 尭

宮崎市長 中 村 隆 則
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ガバナー及びパス トガバナー(第273地区)

百勢スア讐1馬1署皐轟躍轟『
認証状伝達されたガバナー
(故)増永茂己 (熊本)

1966-67'ガ バナー
吉村常助 (離本)

1968-69 ガバナー
大津篤造 (鹿児島)

(福岡)

1965-66ガバナ・―
島津久厚 (都城)

1967-68ガバナー
向笠広次 (中津)
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1969-70 ガバナー
日高安壮 (宮崎)

1971～ 72ガバナー
小田―昭 (熊本南)

1973-74 ガバチ・―
杉原頼三 (鹿児島南 )

1970～ 71ガバナー
八田 秋 (別府)

1972～ 73ガバナー
東 博仁 (熊本東 )

1974～ 75 ガバナー
竹野 融 (宮崎西 )
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1976-77ガバナー
後藤基彰 (竹田)

1978-79 ガバナー
西田武雄 (八代)

1977-78ガバチ・―
(故)塘 ―郎 (鹿児島西)

1979-78ガバナ・―
吉村武文 (延岡)
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第273地区ガバナー及県分区代理(1979～ 80)

ガバナー 井上和人 (出水)

北部分区代理
小泉 久 (延岡東)

中部分区代理
菊池 弘 (宮崎 )

県南部分区代理
鎌田芳郎 (都城西 )
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長代歴
△
バ

初代 (昭和35年)

田 崎 亀 夫
2代 (昭 和36年 )

粟 林 東 五

4代
選
昭留

38青)_3代
選昭震

37標
装郎

5代 (昭和39年 )

菊 池   稔
6代 (昭和40年 )

長 峰 市 次
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